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環境づくり
校長　宮林　伸之

２学期が始まって１か月が経ちました。９月は、秋雨前線の影響で雨や曇りの日が多く、外での運動会練習がなかなかできません。そんな中、教職員は様々な環境を創り、10月17日の運動会に向けて指導を繰り返しています。
さて、先日２年生が地域の商店を訪ねる「町たんけん」を行いました。２２店舗ものお店が、快く協力してくださいました。それぞれの商店では、子供たちの質問に丁寧に答えてくださり、大きな学びの機会となりました。そして、引率にご協力いただいた保護者の皆様のおかげで、子供たちは安全に活動することができました。また、３年生の「農業体験」でも、地域で農業に携わる方が、練馬大根について分かりやすく説明してくださいました。さらに、毎日の登校を見守ってくださる保護者の皆様の存在は、子供たちの安全な学校生活を力強く支えてくださっていることを感じています。こうした温かいご支援は、日常の様々な場面で見られます。本校は、保護者・地域の皆様に支えられ教育活動が円滑に推進されています。この環境にこたえるべく、さらに子供たちの幸せのため、力強く教育活動を推進します。

話は変わりますが、最近、多くのスポーツが新聞やテレビを連日賑わしています。
　特にアジア競技大会では、陸上競技・水泳・バスケットボール・サッカーと…３２年ぶりの日本開催ということもあり連日報道されています。そんな中ここ最近、日本男子バレーボールの活躍が目立ちます。ネーションズリーグで日本は、開幕から快進撃を続け、上位通過を果たしたものの、決勝リーグで敗れ４位になりました。優勝すればロサンゼルス五輪の出場権を獲得するアジア選手権では見事に６連勝し、栄冠を手にしました。
　飛躍の要因は、指導体制と戦術・サーブ力の強化、海外リーグで活躍する選手の増加などいくつかあります。しかし、私は、主力選手が以前に次のような言葉を述べていたことが強く印象に残っています。 
「今、思えたことが言える関係性」がチームにはある。上も下もなく全員が仲良く意思疎通を図れる。
先輩が率先してプレーしやすい環境をつくってくれた。それがチームの向上につながった。　


　チームの向上は「プレーしやすい環境づくり」と…
私は、この言葉を受けて、光和小学校の教職員に以下のことを伝えました。
今、光和小学校はいかがでしょうか。
立場や年齢にとらわれるあまり、大事なことを話せない、うわべだけの関係になれば、個々の持ち味が発揮されず、その価値は消えてしまいます。皆が「光和小の子供たちのために」という深い次元で互いを尊重し、目的に向かって力を合わせていけるか。ここに組織の伸展も個人の成長もあると思います。
　まずは、皆さんが「プレーしやすい環境づくり」を私自身努めていきます。




現在の光和小学校は、決して組織が滞っていたり目的に向かって協力できていなかったりするわけではありません。なぜ上記のことを伝えたかというと、さらによりよい組織を構築することが、子供たちのためになると考えているからです。
光和小学校の教職員は、とても真面目です。労を惜しまず子供たちのために日々努力しています。その思いや態度が、令和８年度全国学力学習状況調査の児童質問紙の回答にも表れています。
　【質問】先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか
	　
	そう思う
	どちらかといえばそう思う
	どちらかというとそう思わない
	そう思わない

	本　校
	５２．９ 
	４１.２ 
	３．４
	１．７


　肯定的な回答が94.1％でした。練馬区の回答は90.8％でしたので、3.3％上回りました。

改めて経営方針に示した「子供にとっての最大の教育環境は教師自身」そして、「教職員にとっての最大の教育環境は管理職（校長）」を胸に刻み、保護者・地域の皆様のご理解とご協力を得ながら、教育活動の推進に努めてまいります。
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